
平成２４年１１月８日（木）第10回 由良川減災対策協議会を開催
～各機関の取組進捗状況を確認～ 福知山河川国道事務所

R4.5.23

社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」の再構築を目的に、「水防災意識社会再構築ビジョ
ン」に基づく由良川の新たな5ヶ年の取組方針を令和3年度に策定しました。そして、第10回由良川減災対
策協議会では、取組方針に基づく実施状況のフォローアップを行いました。また、今年度の本協議会の開
催は、同じく「水防災意識社会」の再構築を目的としている京都府由良川圏域減災対策協議会及び京都府
二級圏域減災対策協議会と合同開催とし、横断的な議論や取組状況の共有を図りました。

資料及び議事概要は福知山河川国道事務所HPよりご覧いただけます
https://www.kkr.mlit.go.jp/fukuchiyama/river/gensaikyogikai/10th-kyougikai/index.html

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 流域治水課
〒620-0875 福知山市字堀小字今岡2459-14   TEL 0773-22-5104（代表）

令和4年度の取組報告

◯日 時：令和5年5月30日（火） 14時40分～15時50分

◯場 所：あやべ・日東精工アリーナ

○出席者：京都地方気象台長、福知山副市長、舞鶴市参事、綾部副市長、宮津市長、南丹副市長、

京丹波町総務部総務課危機管理室長、京丹後副市長、伊根町総務課長、与謝野町長、南丹土木事務所長、

中丹東土木事務所長、中丹西土木事務所長、丹後土木事務所長、大野ダム総合管理事務所長、

西日本旅客鉄道株式会社理事近畿統括本部京滋支社長、WILLER TRAINS株式会社安全監査室室長、

京都府建設交通部理事、福知山河川国道事務所長

オブザーバー：関西電力株式会社再生可能エネルギー事業本部京都水力センター所長

〇主な議事概要

①規約の改正

②令和4年度活動報告

・由良川減災対策協議会 ・由良川減災対策協議会由良川大規模内水対策部会

・京都府由良川圏減災対策協議会 ・京都府二級圏域減災対策協議会

③意見交換

R5.5.30

会議の様子

■京都地方気象台：キキクルの表示方法改善など、避難行
動のための情報伝達手段の充実化及び多様化を行いました。

■福知山市：避難行動に繋がる情報発信のため避難情報等
発令支援システムを構築、本年４月から運用開始しました。

■舞鶴市：由良川沿川の自治会に対して防災活動に係る説
明会を実施し、タイムライン作成を推進しました。

■綾部市：市民の防災意識の向上を目的として総合防災訓
練を実施し、48機関が参加しました。

■京都府：住民等の迅速かつ円滑な避難に資する水害リス
ク情報として、由良川圏域14河川を含む33の府管理河川
の洪水浸水想定区域図の作成・公表を行いました。

■西日本旅客鉄道株式会社：twitterやWESTER(アプリ
ケーション)を用いて、鉄道利用者への情報提供や関係機
関との情報共有のブラッシュアップを実施しました。

■WILLER TRAINS株式会社：豪雨災害時の対策として、
車両基地所有者であるKTR北近畿タンゴ鉄道(株)と、耐水
化・非常用電源等の設置に向けた調整を行っています。

■国：災害リスクの周知を目的として、「多段階の浸水想
定図」及び「水害リスクマップ」を作成・公表しました。

■宮津市：警戒区域(土砂・洪水)にある全施設について、
要配慮者利用施設の避難確保計画作成が完了しました。

また、地域住民が、地元の災害リスクについて話し合い、
防災意識を高め、早期の避難行動が図れるよう、住民自
らが災害避難計画を策定する「地区防災計画」作成を今
後も推進します。

由良川

＜宮津市 地区防災計画(防災マップ型)＞


